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堆積岩

の研究方法

⑤

成因論および対比論を目的とした

堆積岩の化学的研究(3)

N.M･ストラｰホフ

6.地球化学相の図式について

過去の堆積物のEhpH決定法を考えるにあたっては

G･I･テオドロビッチが過去の堆積物の酸化還元酸ア

ノレカリ条件をしるために提案した堆積学的地球化学相の

図式に注目しなければなら狂い.

周知のようにこの図式においては底質中の還元条

件の強さがミ酸化還元断面､によって評価されている.

すなわち酸化帯と還元帯の境界が底質よりも上位にあ

るか底質の表面にあるか底質の内部にあるかとい

うことによって評価されるのである.しかしながら

すでにしられているように実際にはこのような境界の

位置とすべての酸化還元断面は軟泥中における還元過程

の強さの尺度にはなり得ない.なぜならば非常にさ

まざまの強さの還元条件のもとでも同一のミ酸化還元

断面ミ(たとえば第IV断面)が底質中に存在し得るから

である(本章第2節参照**訳注本誌N〇一148p.46参照).

したがってG.I.テオドロビッチの図式申の縦の区分

(紳訳注同p.47第18a表参照)においては間違った表

現カミなされている.酸アルカリ条件の段階は強アノレ

カリ媒質に対してはPH>9強酸性媒質に対しては2く

pH<5の間の具体的なPH値によってあたえられてい

る.しかしこれらの衷階は現在の水盆の資料にもと

づくものであって大気中や水盆中のC02の分圧が異

なっていた過去の水盆に対しては適用され得ないもの

である.おそらくテオドロビッチの図式における横の

区分も間違っているものと思われる.これらのことか

ら彼が異なるPHの区間を異狂る酸化還元断面と組み

合わせることによって区分したころの環境は根拠のあ

るものとは考えられず過去の岩石の研究を行なう際に

誤解を生じさせるだけであるということがわかる.

G.I.テオドロビッチは彼が提案した図式のなかで

彼自身の地球化学相の類型区分の原則を徹底的にっらぬ

くことができなかったということがわかる.第4と

第5の縦の系列の恋かでのみ酸化還元断面とpH段階の

それぞれの組み合わせが独立の相として区分命名され

N.巫.ストラｰホフ責任編集

平山次郎･水野篤行訳

ているだけである.第6の縦系列の桂かでは4つしか

区分･命名されていない.第1系列(ソｰダ相)第2

系列(石灰相)第3系列(ノ･ロゲン相)第7系列(カ

オリン相)においては酸化還元断面とPH段階の組み

合わせに対してそれぞれ同一の名称カミあたえられている.

それはたとえば底層水が硫化水素汚染をうけた水盆

中に発生する底棲動物を欠く黒色の含黄鉄鉱石灰岩と底

棲動物にとみよく通気された水盆中に発生した赤色の

赤鉄鉱質石灰岩とのようなEhにおいては両極端の堆

積物を同一の石灰相に所属させるということを意味して

いる.また同様に大量の有機物をふくむ黄鉄鉱質カ

オリン粘土と有機炭素を欠き水酸化鉄をふくむ雑色性

赤色粘土とをカオリン相に所属させるということを意味

している.

G.I.テオドロビッチはこのよう放それぞれの相のな

かに6つの型の酸化還元断面のそれぞれに対応する亜相

を区分することを提案している.しかしながら他の

垂直系列のなかにおいては全く同様な酸化還元断面の

変化が独立の相を区分するに十分なことがしめされてい

る.ほとんど原理的には同じ場合になぜに異なる分類

系列の単元が区分されるのであろうか.自分自身の原

理的前提をかくも任意に適用した例はほかにはない.

上述のようだ種々の欠陥からみてG.I.テオドロビッ

チが提唱した地球化学相の分類はまともに検討されるべ

き価値がないのである.

7.堆積岩中における化単元素の分布と

その解釈の原理

堆積岩中における元素の分布の研究は非常に興味深い.

それは岩石の物質組成に関する知識を深めるばかりでな

く今日の堆積性鉱化作用の理論を組み立てる際の基盤

をなすという点においてである.

元素分布の問題に対する関心が高まったのが戦後の特

徴であるカミこの方面の研究においてはよく検討され

た原理的た取り扱いかたや得られた資料に対する解釈の

一般的にうけいれられている原理はまだ存在しない.

筆者は多年にわたって化学者と共同で現世堆積物や岩

石中における一連の元素の分布の研究にたずさわってき

た.そのデｰタの一部はすでに公表されているが大

部分については未公表である.これらの研究によって�
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方法論的な新しい取り扱い方が指摘された.

また火成岩の地球化学との比較の上に立って堆積岩の

地球化学の特殊性を考慮した分析資料の新しい解釈原

理カミ明らかにされた.

筆者カミ用いた堆積岩の地球化学的研究のおもな方法は

これまでの研究とは異なりさまざまな場所層準から

得たさまざま狂試料を個々バラバラに扱うということで

はない.元素分布に関する地球化学的研究は同一地域

に産する厳密に規定された層準の試料によるものでなけ

ればならない.もちろんいくつかの地域をとりあげる

ことはできるカミその際にはそれらの個々の地域ごとの

試料は独立的た全一体をなすものでなけれぱ狂らな

い.

地球化学的研究のためにさまざま恋地域でえらんだ層

準は岩石一鉱物学的にまた岩相輪瑚こ前もって研究

されたものである必要がある.このよう衣条件のもと

ではじめて地球化学的資料を正しく解釈することができ

るのである.とくに相解析の必要性は強調され桂けれ

ばなら狂い.というのは一定の層準･地域における

堆積作用の自然地理的環境をできるだけくわしくしるこ

とによってのみはじめてそれらに特有な元素の分布図

を明確に理解することができるからである.研究資料

の層相上の特質を考慮することなく統計資料だけを論ず

るのは絶対にさけなけれぱならたい､なぜならばその
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て元素分布を規制するメ

カニズムを明らかにする

第40図山麓堆額物と崖錐雄穂

物の相中における元素

の分布(カラガンダ)

Aテッドゥリシスク層とシャ

バシスク層

Bテッドゥカラカンティン層

I砂岩IIシルト拾

皿粘土質岩

ことができるからである.

研究者のそれぞれの具体的な課題に応じてそれぞれ

の元素や元素の組み合わせがとりあげられている.こ

のよう租研究がはじまった段階である今日においては

できるだけ対象とする元素の範囲をひろげその研究を

系統的にまた比較地球化学的に行なう必要がある.な

ぜならぱそれによってそれらが自然の中に産する規則

性の特性をより早く明らかにすることができるからで

ある.

具体例にもとづいて得られた化学的資料の解釈原理

を考察することにしよう.

対象としてドンバスの中部石炭系の一層準(C婁)カ

ラガンダの來炭層一6層準一クズバスのアリカエ

フ層準とエルナコフ層準第2バクｰの下部石炭系(C丑)

のプロトゥクチフ層とトゥｰリ層荏どの一連の爽炭層の

ほかさらに初期フラスノ期の非爽炭層などにっいてと

りあげてかんたんに検討する.これらの堆積物はすべ

て過去の地質時代の湿潤帯に発生したものである.

これらの諾層に対して次の15元素の分布の研究が行な

われた:FeMnPCo㎎VCrNiCoCuBaSr

PbZnBeG孔はじめの9つは化学的方法で分析し

のこりの6つは半定量的分光分析によっ一て分析した.

種々の相条件のもとで生じた堆積物中における元素の

分布はそれぞれ全く異なる3つのタイプにまとめられ

ることがわかった.

第1のタイプはカラガンダの爽炭層の断面によって代

表される.これは層相上は一部は山麓堆積物と崖鋒堆

積物で(テッドゥリシスク層とテッドゥカラカンティン

層)一部は山麓一扇状地相(ドゥリシスク層)と密接

にともなう小さな湖の堆積物である.またそのほか沿

岸の演海域と潟の堆積物(アジュリヤリク層とカラカン

ディン層)がある.これらすべての場合に堆積物はい

くっかのかぎられた型のものすたわち砂岩シルト岩

粘土質岩からなる.

山麓扇状地相のなかにおいては砂岩一シルト岩一粘

土質岩断面中の元素分布は非常にまちまちであるのが特

徴である(第40図参照).いくつかの元素の平均含有

量の分布曲線は砂岩のなかで最低になり中間値はシル

ト岩のなか最大値は粘土質岩の放かにみられる.ま

た別の曲線では全く別の形がみられる.いくつかの元

素はシノレト岩のなかで最大値を示し他の元素は逆に最

小値を示している.最後にすべての型の岩石中でほ

とんど変ら放い分布を示す元素も存在する.異たる層

に属する山麓一扇状地堆積物においては平均資料にも

とづいて描いた場合でさえも同一元素は全く異なる分布�
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曲線を示すのが特徴的である.

山麓一扇状地相に属するドゥリシスク層とナヅドゥリ

シスク層の湖沼堆積物においては砂岩一シノレト岩一粘土

岩系列における元素の分布は山麓斜面堆積物それ自体の

場合と同糠に非常にまちまちなことによって特徴づけら

れている(第41図).

カラカンテイン層とアジュリヤリク層を形成する潟と

沿岸浅海の堆積物のなかにおいては元素の分布は多少

規貝1｣的になっている.たとえば半分の元素については

その含有率は多少明らかに砂岩からシノレト岩粘土岩へ

と増加する.他の半分の元素に関してはそれとは異な

っている.面白いことにFeMnVNiCoCuたど

はほかの元素より早く粒径減少にともなう含有率の増

加を示している.カラカンディン爽炭層全体をみた場

合に元素分布の規則性･不規則性はその特徴的な形成条

は粘土質岩中にみられる.泥灰岩のたかではこの含有

値は低下し石灰岩のなかでは最小含有値と祖る.元素

ごとに最小から最大値への変化の著しさはもちろん絶対

含有値と同様に変化するが最大が炭酸塩岩中にあるSr

をのぞくすべての元素については分布曲線はよく一致し

ている.よく一致した元素分布型はドンバスの絶海成

層(第43図)ばかりではなく漸移帯の堆積物(三角洲

･内湾成の)や河谷の堆積物にすら特徴的である.ク

ズバスの爽炭層のなかにおいては岩石の組み合わせは

もっと限られていて砂岩一シノレト岩一粘土質岩からな

っている.しかしこの系列の在かでも元素分布はよく

一致し粒径が細かくなるにつれて含有量は増加し例

外はごくわずかである.砂岩･シルト岩･粘土質岩中

における元素の含有率それ自体はドンバスでみられるも

のに近い.

件の指標となっていることがよみとれる.

第2の型の元素分布はドンバスの爽炭層とくにC婁層

クズバスの爽炭層すなわちアリカエフ層･エルカノフ層

のなかにみられる.

カラカンディン爽炭層と異なってここでは15の元素

のほとんどすべての校がではっきりした分布の一致が

みられる(第42図).一連の海成岩石中(すなわち砂岩

一シルト岩一粘土質岩一泥灰岩一石灰岩系列)において

はFeMnPCorgVCuなどの最低含有値は砂岩中

にみられるより高い含有量がシルト岩中に最大含有値
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第41図各相中における元素の分布

岳馨灘纏籍成相

I･…Aテッドゥリシスク層Bドゥリシスク層

皿･…Aカラカンディン層Bアジュリヤリク層

第3の型の元素分布ぽ第2バクｰのD;の台地型水盆

の堆積物中に特有である(第44図).この型の特徴は元

素分布曲線の密接な一致がふたたび消えはじめるがそ

れは第1の型のそれとはちがった様式を示していること

である.砂岩からシノレト岩･粘土質岩へかけて元素の

含有量は絶えず増加ししかもそれはドンバスにおける

よりもはるかに急速なテンポである.石灰岩にむかっ

ては大部分の元素の含有量は低下するが堆積の諾帯に

おいてもっとも不安定な元素す匁わちMnCuPSrは

増大しつづける.そして泥灰岩あるいは純粋狂炭酸塩
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第42-43図クズバスとドンバスにおける元素分布

クズバスI陸成層(エルナコフ層)皿乾水成層

(アリカエフ層)

ドンバス(C茎)I陸成層1I漸移帯堆繍層

皿海成層�



一54一

�倀

���畎椀

�

錫44図海成堆積物(第2バクｰの

バシｰスク層)中の元素分

布

a砂岩bシルト砦

C粘土質岩d泥灰岩

e粘土質石灰措

f肩灰岩

非常に異なる化学性をもつ元素を通じ･て

線がみられるということは

性質でなく何か別のあるものとくに表層水中におけ

岩のなかで最大に達する.

それとともに他の10元素も炭

酸塩岩中においては第2の型

のものよりは若干高い含有量

を示している.いv･かえれ

ぱ台地型においてはすべて

の元素はほとんど沿岸の砂帯

をはなれてより沖合に移動

しとくに1M1nPSrCuに

おいてその傾向が著しい.

このような異なる型の元素

分布カミ異桂る層の岩石中に生

ずる原因は何であろうか.

ドンバスや台地型中において

同様な分布曲

その原因を元素それ自体の

るその移動形態やさらに種々の層の自然地理的生成条件

の特性にもとめるべきであることを示してv･る.

現世水盆中における底質の生成に関するモノグラフの

なかにおいて筆者カミ指摘したようにFeMnPのほか

VCrNiCoCuPbZnSrなどの一連の微量元素も主

として河川中では懸濁物として移動し一部が溶液とし

てはこばれるにすぎない.しかも同時に同じ流水のな

かで運ばれる種々の元素の懸濁物･溶解物の比率は全く

異なる.たとえばあるもの年ついては溶解型のもの

が多く別の元素についてはそれが少ない.同時に懸

濁物の粒度スペクトルにおけるある1つの元素の最大濃

集はある1つの粒径部分におち(たと完ばより粗粒部分

に)別の元素のそれは別の粒径部分(たとえばより細

粒部分に)おちる.同じ河川水によって運ばれる種々

の元素の移動形態にみられるこれらのごくわずかな差異

がこれらの元素の分布曲線に非常に特徴的に反映され

る.現世堆積物中における元素分布の研究からもわか

るように(ストラｰホフ･ブロｰツカヤほか1954)溶

液の形をとった物質の移動は水盆中のより沖合帯へとそ

の絶対量を増加させるのに適している.堆積物の型に

よる元素の分布曲線上にこれが粘土泥灰岩沖合性石

灰質堆積物の領域に最大値を移動させるという形をとっ

て反映されるのである.溶液の役割りの低下と懸濁物

の役割りの増加によって分布曲線上の最大部がより沿

岸地域のより粗粒辛堆積物へと移動する｡移動過程で

の懸濁物の役割りが卓越することによって元素がさま

ざまな粒径部分への著しいかたまリを示しはじめる.

元素が主として･!ロイドミセノレに吸着されたものとして

移動する場合には分布曲線上の最大部は粘土質岩におち

る.Lかしながら砕屑鉱物カミ元素の運搬者としての主

要な役割りを演じ元素そのものがこれらの鉱物の結晶

格子中に存在する際にはその最大部はシルト質や砂質

岩にすら出現する.ミセルに吸着された陽イオンとし

てまた同時に砕屑鉱物の一部として元素が移動する際

には分布曲線上に2つの極大部があらわれることがある.

したがって任意の累層を構成する岩石申における元素の

真の分布曲線は懸濁型と溶解型との比率と懸濁物の粒

度スペクトノレ中における元素の分布との結果である.

累層が形成された自然地理環境とくに集水域におけ

る岩石の化学的風化の強度とその運搬と最終水盆中に

おける沈殿過程の際の物質の淘汰の可能性が非常に重要

抵要素と在る.

集水域において原岩がはげしい化学的風化をうけると

すべての複雑な華酸塩アルミノ珪酸塩硫化物質の火

成鉱物･変成鉱物は破かいされそのなかにふくまれる

FeMnPVCrNiCoCuZnPbBeなどの諸元素は

溶解し一部は溶解した形で移動し一部は粘土鉱物ミ

セノレに吸着されて懸濁物の次かにはいりこむ.このこ

とが元素カミ砂質あるいはシルト質の岩石にとぼしくなる

こととくに砂質岩にとぼしくなり一方では細粒の岩

石(粘土質岩泥灰岩石灰岩など)に多く祖ること

の原因となっているのである.いいかえると陸上に

おける化学的風化が著しく進行するほどすべての元素カミ

細粒の粘土質一炭酸塩質軟泥に移動して行くことを意味

している.

堆積物の淘汰度もまた非常に重要である.河川や堆

積盆中の流水による運搬過程において懸濁物の淘汰作用

が強力にあらわれるにっれて砂質堆積物には粘土質物

質は一層とぼしくなりしたがってそれに吸着された元

素にとぼしく怒る.したカミって逆に細粒の粘土質軟泥

や粘土質一炭酸塩質軟泥はこれらの元素に一層とむよう

に在る.いいかえれば粗粒岩の淘汰の増大は粗粒堆

積物と細粒堆積物との間の元素含有量の差を増大させ

砂岩→シノレト岩→粘土岩の系列における元素の分布をよ

り対照的にさせる.岩石の淘汰の低下は逆方向に作用

し同じ系列中における元素の分布をより平均化させ�
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より未分化のものにする.

岩石ごとの元素分布の対照の増大と同時に集水域に

おける化学的風化の強化と水盆中の堆積物の淘汰作用の

強化によって累層を構成する岩石型による個々の元素

の分布曲線の主要拡特徴が互いに類似したものとなって

行く.種々の元素の分布にみられる不規則性がますま

す低下し曲線は一層似た型となって行くのである.

湿潤帯の累層中における上記の3つの型の分布様式を解

釈するにあたって上記の原理が何をあたえるかをみて

みよう.

カラガンダのカラガンダ爽炭層の堆積物中における元

素分布の不規貝u性は次の2つの原因すなわち集水域に

おける母岩の化学的風化の不十分さと大部分の場合堆積

物淘汰の可能性の小さいことの2っによって説明される.

弱い化学的風化作用は多くの不安定鉱物を保有した砂

質シノレト質岩の典型的なポリミクト性によっセ明らかで

あり弱い淘汰作用は粒径の多成分性によってあらわさ

れている.化学的風化作用の不十分さは一部はカラガ

ンダ堆積区が湿潤帯の最縁辺部に位置していたこと(コ

ペリｰナ1955)と一部は集本城の著しい起伏と急速た

機械的削剥作用とによって説明される.カラカンディ

ン爽炭層を構成する岩石中の砕屑物の不淘汰性は粒子の

運搬堆積の自然地理的条件の特性を反映している.テ

ッドウリシスク層とシャバシスク層の山麓一扇状地堆積

物のなかでは堆積物は明らかに供給源に直接して堆積

しこのような相の常としてほとんど淘汰をうけていた

い.このことからこれらの層の岩石中の元素分布が非

常に不規則であることが理解される.山麓一扇状地相

にはさまる湖成堆積物のなかでは元素分布の不規則性

が保存されているのは小さた湖に急速な堆積作用がお

きたこととさらにそれらの湖のエネノレギｰ量が小さく

著しい再浸蝕や淘汰がおきなかったことに関連している.

湖盆中にもちこまれた堆積物はほとんどリワｰクされる

ことなく単純に堆積した(ストラｰホフ･ブロｰツ

カヤほか1954).これらの条件のもとでは山麓堆積物

や扇状地堆積物にみられるものに比べて元素分布に何

らかの新しい特徴を期待することは困難である.

湖や浅海域の堆積物のなかで元素分布曲線カミ若干規則

正しくなることはまず第1に集水域から堆積盆に至る

粒子の運搬距離の増大によって粒度の淘汰がよくなり

元素の分化が促進されることと関連し第2に堆積盆の

大きさが大きいために運びこまれた物質の淘汰がさらに

強化され種々の元素の分布に一様性がもたらされるこ

とと関連している.湖や浅海条件においてすら元素の

挙動に完全な一様性が欠如しているのはおそらく堆積作

用が急速にすすみまた湖そのものの大きさが比較的小

さいためにエネノレギｰ量と搬入物質のリワｰク.(および

淘汰)の完全性が制限されていたことによって説明され

るであろう.

ドンバスにおけるC隻層の堆積にあたっては事情は全

くちがっていた.この層の砂質一シルト質岩はすでに

ポリミクト性のものにいわれることはできない.N.V｡

ロクビネンコの観察によればこれらの岩石中には不安

定鉱物は欠如するかあるいはごく稀にしか存在せず重

鉱物成分の大部分を構成するのはノレチｰノレとジルコン

･電気石などであってところによって燐灰石と硬緑泥

石･珪線石･二硬石｡十字石衣どカミまじり軽鉱物成分

のなかではごく少量の長石がふくまれ岩片もごくまれ

にしかみられない.このような事実はすべてドンバス

の砂質一シノレト質岩がポリミクト型とオリゴミクト型の

岩石の中間型を示すものでありむしろ前者よりも後者

に近いことを示している.す荏わち集水域における化

学的風化作用が著しかったことが意味されている.し

たがってシノレト岩とくに粘土質岩に比べて砂質岩のな

かですべての元素の含有量が全般的に低下するしさら

に砂岩から粘土質岩にかけて上昇する特徴的かっ一様

な分布曲線が出現するのはまさにこのためである.

元素によって溶液と懸濁物との比率が黒柱りさらに懸

濁物の種々の粒度へのかたよりがみられることは元素

ごとの分布菌線が共通な型をたもちたがらも祖おかつ

個別的放特徴と差異を有することの原因となっている.

ドンバスにおいて堆積域カミ供給源と非常にへだたってい

たこととさらに搬入物質が堆積した水盆す桂わち海が

大きかったこともそれと同じ方向に働いた.これらの

ことはすべて懸濁物の淘汰の可能性を高めさらに砂岩

から粘土質へむかって分布曲線が上昇するというあらゆ

る元素の分布曲線の一様性をつくり出した補助的要因と

なった.

粘土質岩に比べて泥灰岩や石灰岩中での元素の百分含

有率が新たに低下するのはこれらの岩石をつくる時に

CaC03か沈殿し当然の結果として元素の濃度をうす

めたためである.大部分溶液として移動しまた海中

で化学的生物学的にCaC03と共沈するSrのみが炭

酸塩岩に濃集しつづけた.

クズバスの來炭層を構成する岩石中の元素にみられる

同様た分布様式は明らかに集水域の化学的風化作用の

強度と移動途中と最終水盆における物質の淘汰の可能性

からみたそれらの移動条件の近似性を示すものである.�
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しかし抵がらここで指摘しておかなけれぱなら粗いこと

はクズバスの岩石のなかでは元素の分布曲線の一様狂

ドンバスの場合に比べて若干不明瞭でありかつ砂岩と

シルト岩との間の差の程度もやや小さいという点である.

明らかにクズバスの岩石が生ずるに当たっては集水域

の化学的風化作用の強度と運搬過程と最終水域における

淘汰の可能性がドンバスの条件に比べていくぶん小さ

かったと考えられる.

第2バクｰのD3とC]の台地型岩石中における元素の

移動･集積環境は全く異なったものであった.これ

らの層の砂質･シノレト質岩は典型的なオリゴミクト型で

事実上ほとんど単鉱物性の石英質のものでごく少量の

長石と重鉱物とをとも恋うものである.これは集水域

1こおける母岩の非常にはげしい風化を意味し砂岩中に

これらの諾元素がほとんど完全に欠如し粘土岩の柱か

に著しく濃集していることを説明するものである.台

地海が非常に大きくそこでの沈積が緩慢であることが

流入物質の理想的淘汰をもたらししたがって海盆中心

部に細粒成分カミ完全に運び出されそのなかに種々の元

素が補助的に濃集した.沿岸からはなれた水域の堆積

物はドンバスの場合と同様石灰岩によってうすめられ

るため粘土質岩に比較すると泥灰岩･石灰岩のなかで

は含有量カミ低下した.しかしたがら台地海においては

元素のこのような濃度の低下はドネツ海の例に比較する

とより小さかった.このちがいは準平原化をうけた陸

地にそって元素カミ移動する際により解析をうけ隆起し

た集水域をもつドネツ海の場合の元素のそれに比べて懸

濁物の役割りが小さく溶液の役割りが大きかったこと

に起因するものと考え低けれぱならない.このような

差異はごく当然のことであり削剥の法則をよく理解す

れぱすぐにわかることである.MnCuPSrにおい

ては溶液がその移動においてとくに大きな役割りを演じ

たであろう.これらの元素が固相として分離した後で

はそれらのゲル状凝集物と微結晶は(ごく小さいために)

海盆の中心部に運び出され他の元素の場合に比べてよ

り沖合に分布する泥灰質および石灰質軟泥中に濃集した.

たとえば母岩の著しい風化といく分異なる元素の移動

形態との適当な組み合わせがとくにMlnCuPSr

などにはっきりあらわれる沖合への元素含有量の一般的

移動をもたらした.

上述のことから上記の解釈の原理が湿潤型累層中の

元素分布に3つの型があるということを十分に説明し得

るということが明らかである.型の数がそれよりも多

くあるという可能性も十分にある.

筆者はこれらの解釈原理がすべてのあらゆる可能なア

フ1コｰチをつくしたものとは考えていない.しかした

がらこれらの原理は溶液としてではなく懸濁物の形

としての元素の移動が大きなそしてしばしば決定的役

割りを演ずる堆積学一地球化学的過程の特性を基本的に

とらえているように思われる.堆積岩中の元素分布に

影響をあたえる諸要因す柾わち懸濁物が演ずる大き

なしかし条件によって変る役割り懸濁物と溶液との比

率や諾元素が種々の懸濁物の粒度成分に所属すること

集水域における風化の役割り移動過程と盆地そのもの

における物質淘汰の役割りに対しては従来地球化学的

にはほとんど注意カミはらわれなかった.それにもかか

わらず実際にはこれらの要素こそ底質や堆積岩中にお

ける元素の分布機構にもっとも重要底役割りを演じたの

である.これまで注目されなかったこれらの要因に堆

積学者や地球化学者の注意をひきそれらの重要性を強

調することが本項の目的であった.

8.地球化学的資料による断面対比の原理

について

近年無化石層のさまざまな断面対比法のうち地球化

学的資料とくに分光分析によって決定された微量元素や

Corg岩石の抽出水PHEhなどによる対比が次第に注

目をあびるようになっている.化学的指標による対比

法はあとで詳しく論ずるカミ(第6部第2章参照)こ

こではこれらの対比法の本質とそれに関連したいくつか

の方法論上の問題についてのみふれることにする.

対比のための化学的指標がどのようなものであっても

対比法の本質はいずれの場合も同じである.

ある特定の層のもっとも完全な標準断面を化学的に研

究し種々の元素あるいはそれらの系列の分布をグラフ

として表現することによっていくっかの曲線が得られ

元素の極大極小含有値をもつ層準がその断面のなかで指

摘される.数種の元素を用いる場合にはその数だけの

曲線が得られその見かけの類似と差異が明らかに指摘

される.標準断面中における諾元素の分布図式を確立

した後には標準断面と比べるべき部分的断面中におけ

る元素分布をしらべそれらの断面に対しても垂直的な

元素の含有曲線が得られる.このようにして得られた

曲線を標準断面のそれと比較することによってふつう比

較する局部的断面部分の曲線と形態がもっとも類似した

部分が発見できる.

このよう枚方法による作業を行たうにあたっては常

に次のような事情を考慮する必要がある.前節でもの

べたようにすべての元素の含有量は岩石の岩石型とそ

れらの生じた相条件と密接に関連している.�
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これらの規則性は化学的方法による対比のための試料

採取を標準的間隔(たとえば5m10mおきという具合

に)で行なってはならないということを示している.

このよう抵試料採取を行たえぱ堆積学者は偶然的に砂

岩シルト岩粘土質岩などの種々の岩石型に出会うこ

とになる.そこから得られた元素の垂直分布曲線は分

析資料の岩石型による変化を反映することになるであろ

う.このような偶然性をさけ実際に即して断面の特徴

をっかむにはそれぞれの岩石型が異柾る地層から分析

試料を採取しある種の地層の厚さが大きい場合にはそ

のなかで一定間隔(たとえば51015mおき)に採取

する必要がある.このような試料採取によって偶然

的にある岩石が試料中に入りこんだりあるいは脱落す

ることをふせぐことができその地層中に存在する主要

な岩石型の岩石(砂岩シノレト岩粘土岩など)をふく

む一連の試料を得ることができる.す桂わち実際に即

した断面を得ることができるであろう.

断面ぞいに地球化学的曲線を作成する場合いろいろ

な層準のあらゆる岩石型の資料を一つの曲線にまとめて

表現するだけでは匁く異なる岩石型ごとに(たとえば

砂岩シルト岩粘土岩)曲線を作成すべきである.

このようにしてはじめていろいろな断面における種々の

元素の濃集カ茎何によってもたらされたかが明らかとなる

であろう.たとえばある一定の区間に特有荏すべての

型の岩石に実際に濃集しているのかすなわち盆地全体

に一定期間元素の濃集が強まったことによるのかある

いはその区間に細粒な堆積物(粘土)が大量にたまった

ものであるかが明らかに租るであろう.地球化学的指

標による確実な対比をおこたうにあたっては明らかに

盆地全体にわたってその元素が多量に沈殿したことによ

ってそれぞれの元素カミ濃集した帯だけを用いることがで

きる.もしも個々の区間の元素富化の原因が岩石組成

にもとめられる場合には.元素の標準分布断面を対比に

利用することはできない.な晋たらぱある一つの地域

の任意の断面区間のたかでの砂質化と他の地域のそれの

なかでの粘土化は任意の元素の断面に非常に著しく反映

されるであろう.したがって地球化学的方法による対

比の基礎が失次われることに在る.標準断面の枚かに

おいて種々の元素の當北区間や貧北区間を発見できるの

は個々の区間のあらゆる岩石型に関する資料カミ考慮され

ている場合においてだけである､

化学的な対比法を検討をする際に残念ながら堆積岩

における元素分布の地球化学的法具1｣性の本質から当然出

てくる原理的な要請に対してこれまで注意がはらわれ

てこなかった.しかしながらこれは今後この方法を点

検する際にかならず考慮されなければ枚らないしそれ

によってはじめて方法自体の可能性が明離とたるであろ

う.
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G.I.(195迅):酸化還元ポテンシャルの断

面による堆積学的地球化学相とそれらの産油

型について科学アカデミｰ報告v.95.

湯�

(訳者は地質部次号には第3部第1章〔堆

積岩の化学的研究課題とその示性分析の原

理〕を紹介する予定)

(45頁からつづ<)

私の人夫は黙々とついてきてくれひるに在ると農村

の一軒に上りこんで休みます.ノ･ブザにも朝鮮戦争の

折目本に行ったことのある人が100人以上いるとのこと

毎晩のようにそのうちの数人が私の部屋をおとずれてき

ます.人なつっこくもあり無神経のところもありや

はりちょっと気になります.11月末にはアンカラにも

どりリポｰト書きの毎日を送ることになるでしょう.

(つづく)

(11月13目ハフサにて)(築者は在トルコ石炭課)�
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～昭和41年度地質調査所の出版物～

･地質図

�㈬〰�〰　

���〰　

�㈰�〰　

���〰

日本地質図

東京(改訂版)

七尾･當山

｢上里｣｢大村｣｢加治木北部｣｢邑知潟｣

r蛇ガ島｣r三同市｣r内之浦｣(以上説明書

共)｢金木｣(説明書のみ)

･日本水理地質図

No.11長野県松本盆地No.12兵庫県商西部地域

No.13佐賀･福岡県筑後川中流域No･14富士山域

･日本炭田図｢釧路炭岡｣

･地質調査所報告

No.215水野篤行:0NTHENEWMIOCENE

UNIONIDSFROMTHESAS瓦BOCOALFIELD,

�協����

No.216小西泰次郎:秋岡県横手盆地の水理地質学的研究

No.217倉沢一:PetrologyoftheKitamatsuura

�������牴桷�瑋�獨甬卯畴桷��

���

No.218石原舜三:Molybd㎝umMineralizat三〇nat

兵�����敷�������

･地質調査所特別報告第4号新潟地震予察報告

･地質調査所化学分析法No.36No.37No,38

･その他

物理探鉱調査研究一覧第〕X集

1962地質文献目録

北海道鉱床総覧

地質図幅目録図

･地質調査所月報第17巻第4号

報文

岸和男･菅野敏夫･後藤隼次:松本盆地北部の地下水

村下敏夫･菅野敏夫･村上堂:長崎県郡川扇状地の地下水

肩山愉珍:東京近海の現生種貝類の調査

概報

徳島県槙山･東条地区合銅硫化鉄鉱調査(零城)

資料

目本海海底2カ所における胞子一花粉分析(小岩井訳)

･地質調査所月報第17巻第5号

報文

坊城俊厚･尾上亨:山口県下関市の第三系について

丸山修司･堀本健次･河内英幸･小野寺公児･向井

清人･肩橘嘉一･後藤進･斎藤友三郎･服部富雄:千

葉県君津湾機根岬北部海域の海底表層(新潮)堆積物と海底砂鉄

(第1報)一東京湾口･君津湾海域の海底砂鉄調査研究一

堀本健次･小野寺公児･丸山修司･･海底地質調査技術の

開発について一水中テレビ機による予備実験一

概報

カラｰインデックス(田中･片田)

資料

台地と地向斜について(黒田訳)

･地質調査所月報第17巻第6号

報文

松井寛:山屋政美:北海道天塩郡幌延町間寒別北西都と旧

幌延炭鉱付近の地質

根本隆文･山屋政美:天北炭田西部地区曲淵地域地質調査

報告

資料

天然の状態における鉱石組成測定のための放射能探査法の応用

(鹿島訳)

･地質調査所月報第17巻第7号

報文

岸本文男･高島清･加藤甲壬･永井茂･窪木時雨郎

･茅山芳夫･小村幸二郎･大竹重吉:大分県鯛生鉱山金

銀鉱脈周辺における水銀の分布について

KenShibata&TamotsuNozawa:K･ArAgesofHida

��浯����歳�浯���慷��愀

慮�歩���慰慮

�������潴獵�穡睡��牁来潦�攀

�慮潤楯物�楮�楴潦��浯���

亘idaMountains,Japan

�������潴獵�穡睡��牁来潦��

�業潮����牴�楯物���慍汯��楮�

���

�������潴獵�穡睡��牁来潦�攀

��湫���楳��牴�慳�慰慮�

�������潴獵�穡睡��牁来�昀

�慮楴��潭���佳����歹畉猱慮��

���

資料

岩石の化学組成研究における捕獲'γ線および放射化スペクトル

測定の応用(新宮訳)

地質調査所月報第17巻第8号

報文

青柳信義･坊城俊厚:飯豊山地南西都における薪第三系の

放射能強度について(その1新潟県潮I1町付近)

坊城俊厚･青柳信義･鈴木泰輔:飯豊山地南西都におけ

る新第三系の放射能強度について(その2新潟県三

川村およびその周辺地域)

坊城俊厚･松井寛:飯豊山地南西部における新第三系の放

射能強度について(その3新発田市周辺)

須貝貫二･星野一男:宮城県伊具合炭地における中新統中

の放射能異常について

尾上亭:山形県小国町から産する沖庭化石植物群の特徴(そ

の1)

概報

山口･島根県下自動車放射能探査異常地点について(東元)

昭和34年度四国管内放射能調査報告(清島)

宮崎県南都地区放射能強度分布調査報告(清島)

兵庫県津名郡五色町地域の放射能強度調査報告(塚脇)

岡山県金光･玉島地区放射能強度分布(東元)

資料

鉱床現場における元素定量に関するγ一線エネルギｰ分析の

若干の問題(鹿島訳)

･地質調査所月報第17巻第9号

報文�
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��睡��慫慨慳��吮�穡睡�整�捨�

浩�特潦��浩�獵浩�慮楴���

啣�湯���愬�畳桵�慰慮

松原秀樹:山梨県金峯山地域の花嵩岩類とペグマタイト

森和雄･池因喜代治:仙台市南東部から福島県太平洋岸一

帯の地域地下水について

須田芳朗･細野武男:福島県勿来地区重力探査報告

資料

地質学の将来の展望(青木訳)

･地質調査所月報第17巻第10号

報告

丸山修司･小野寺公児･堀本健次･河内英幸･向井

清人･石橋嘉一･後藤進･中川忠夫･佐々木雅一･青

木市太郎:東京湾口･君津湾南半部の海底薪期(表層)堆積物

と海底砂鉄(第2報)

一君津湾内新期堆積物について付主要な調査技術の概況に

ついて一

概報

秋田県鹿角郡八幡平付近の地質について(矢崎ほか3名)

秋田県十和固町付近における地震探査について(平沢)

一北鹿地帯における地震探査第1報一

秋田県大館西方における地震探査について(市川)

一北鹿地帯における地震探査第2報一

資料

地質調査所における石炭調査研究の概要(昭和35-40年徳永)

坑井のガンマｰガンマ検層理論について(鹿島訳)

･地質調査所月報第17巻第11号､

報文

山口昇一:北海道東部皇豊頃一北見帯幸の新第三系(第1報)

一津別一本別間の薪第三系層序について一

岸和男･菅野敏夫:滋賀県安曇川扇状地の地下水

牧貞一･矢崎清貫･比留川貴･米谷宏:山形県下のヘ

リウム資源について

概報

秋囲県鹿角郡八幡平付近の地質について(その2)(矢崎)

資料

若干の地質系･続の境の年代をきめるための資料(黒田訳)

･地質調査所月報第17巻第12号

報文

片田正人･大森貞子:領家帯の変成粗粒砂岩の化学成分

大森えい･片田圧入:塩基性岩との接触部でみられる花筒

岩の成分変化の1例

高橋調･後藤隼次:佐賀･福岡県筑紫平野東都地域におけ

る工業用地下水源

概報

石狩炭田北部音江山地域新城南部の地震探査について(市川)

資料

珪酸塩岩石および天然珪酸塩の分光分析主成分元素の定量

(一国訳)

･地質調査所月報第18巻第1号

報文

安藤武･岡重文:大谷石の地質と採掘に関連する破壊状況

概報

奈良県宇陀郡室生村･山辺郡都那村村界地域の耐火

粘土･珪石鉱床調査報告(塚脇･宮村)

地質調査所構内におけるS波速度の測定

(太困･嶋･柴藤･平沢･伊藤)

資料

ARLカントメｰタｰの光電分光法によるけい酸塩岩屑の

分析と標準岩石によるカントメｰタｰの較正(一国訳)

地質調査所月報第18巻第2号

報文

尾原信彦･渡辺和衛･松野久也･安藤高明･相原輝雄･金井孝

夫･小鯛桂一･宇野沢昭:泉州地区産業地質調査報告書

村上堂:鹿児島県大隅地区工業用水源について

���獨�慫�����獨楓畭����楣�

却畤�瑍慴獵歡睡�潴����������

���

MasamiHayakawa,Sin'ichiroTakagi&KenzδBaba:

�潰������慴�瑳畫慷慇��敲���愬

���

資料

米国地質調査所における試料の記載･分析デｰタの保存と

その再利用の方式(高橋訳)

･地質調査所月報第18巻第5号

報､文

小尾中丸:陸羽地域自動車放射能探査

堀川義夫･氏家明:島旗県西部および山口県北東部地域自

動車放射能探査報告

堀川義夫･氏家明･小尾中丸･河合正虎:自動率放射

能探査による山口県南東部地域の放射能強度分布

石原舜三:群馬県川場村の放射能異常地調査とウラノフェン

の産出について

概報

山形県西田川郡温海町における薪第三系の放射能強度につ

いて(松井)

宮城県名因盆地および大内ミ第4露頭幸付近の合ウラン層

について(坊城･佐藤･鈴木･野口･中川)

愛知県猿投地区放射能強度調査(河野･徳永･尾上)

義濃炭田土岐･可児両地区の各主要稼行亜炭層対比につい

て(予報)(曾我部･鈴木･井上)

新潟県岩船郡中東地区における物理検層(堀川･武居)

長崎県五島列島中･南部地区放射能強度調査報告(清島)

兵庫県多紀郡篠山地区の放射能強度調査(宮村)

奈良市東部と天理市福住地区における放射能強度調査

(稲井･宮村)

福岡県八女郡およびその周辺地区新第三紀層ならびに朝倉

炭田古第三紀層の放射能強度について(古川)
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